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議案第７９号の参考資料

熊谷市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案

新旧対照表  

熊谷市職員の育児休業等に関する条例（平成１７年条例第３８

号）  

（下線部分は改正部分）

改 正 案 現 行 

 

 

 

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 の 育 児

休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第

１ １ ０ 号 。以 下「 育 児 休 業 法 」と い う 。）

第 ２ 条 第 １ 項 、 第 ３ 条 第 ２ 項 、 第 ５ 条

第 ２ 項 、 第 ７ 条 、 第 ８ 条 、 第 １ ０ 条 第

１ 項 及 び 第 ２ 項 、 第 １ ４ 条 、 第 １ ５ 条

並 び に 第 １ ９ 条 第 １ 項 、 第 ２ 項 、 第 ３

項 及 び 第 ５ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 並 び に

育 児 休 業 法 を 実 施 す る た め 、 職 員 の 育

児 休 業 等 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も

の と す る 。  

（ 部 分 休業を する こと ができ ない職 員） 

第 １ ８ 条  育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 １ 項 の

条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員

と す る 。  

⑴ （ 略 ）

⑵ 勤 務 日 の 日 数 を 考 慮 し て 規 則 で 定

め る 非 常 勤 職 員 以 外 の 非 常 勤 職 員

（ 地 方 公 務 員 法 第 ２ ２ 条 の ４ 第 １ 項

に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る

職 員 を 除 く 。 次 条 に お い て 同 じ 。）  

 （ 第 １ 号 部 分 休 業 の 承 認 ）  

第 １ ９ 条  育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 ２ 項 第

１ 号 に 掲 げ る 範 囲 内 で 請 求 す る 同 条 第

１ 項 に 規 定 す る 部 分 休 業 （ 以 下 こ の 条

に お い て 「 第 １ 号 部 分 休 業 」 と い う 。）

の 承 認 は 、 ３ ０ 分 を 単 位 と し て 行 う も

の と す る 。

２ 勤 務 時 間 条 例 第 １ ４ 条 第 ２ 項 第 ７ 号

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 の 育 児

休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第

１ １ ０ 号 。以 下「 育 児 休 業 法 」と い う 。）

第 ２ 条 第 １ 項 、 第 ３ 条 第 ２ 項 、 第 ５ 条

第 ２ 項 、 第 ７ 条 、 第 ８ 条 、 第 １ ０ 条 第

１ 項 及 び 第 ２ 項 、 第 １ ４ 条 、 第 １ ５ 条

並 び に 第 １ ９ 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規

定 に 基 づ き 、 並 び に 育 児 休 業 法 を 実 施

す る た め 、 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 し 必

要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（部分 休業を する こと ができ ない職 員） 

第 １ ８ 条  育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 １ 項 の

条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員

と す る 。  

⑴ （ 略 ）

⑵ 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤

務 時 間 を 考 慮 し て 規 則 で 定 め る 非 常

勤 職 員 以 外 の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務

員 法 第 ２ ２ 条 の ４ 第 １ 項 に 規 定 す る

短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 （ 以 下

「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」

と い う 。） を 除 く 。）

 （ 部 分 休 業 の 承 認 ）  

第 １ ９ 条  部 分 休 業 （ 育 児 休 業 法 第 １ ９

条 第 １ 項 に 規 定 す る 部 分 休 業 を い う 。

以 下 同 じ 。）の 承 認 は 、勤 務 時 間 条 例 第

８ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間

（ 非 常 勤 職 員 （ 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤

務 職 員 等 を 除 く 。以 下 同 じ 。）に あ っ て

は 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て 定 め ら れ

た 勤 務 時 間 ）の 始 め 又 は 終 り に お い て 、

３ ０ 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す る 。

２ 勤 務 時 間 条 例 第 １ ４ 条 第 ２ 項 第 ７ 号
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の 規 定 に よ る 特 別 休 暇 又 は 勤 務 時 間 条

例 第 １ ５ 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 介

護 時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員

に 対 す る 第 １ 号 部 分 休 業 の 承 認 に つ い

て は 、 １ 日 に つ き ２ 時 間 か ら 当 該 特 別

休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 の 承 認 を 受 け て

勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な

い 範 囲 内 で 行 う も の と す る 。  

３  非 常 勤 職 員 に 対 す る 第 １ 号 部 分 休 業

の 承 認 に つ い て は 、 １ 日 に つ き 、 当 該

非 常 勤 職 員 に つ い て １ 日 に つ き 定 め ら

れ た 勤 務 時 間 か ら ５ 時 間 ３ ０ 分 を 減 じ

た 時 間 （ 当 該 時 間 が ２ 時 間 を 超 え る 場

合 に は 、２ 時 間 ）を 超 え な い 範 囲 内（ 当

該 非 常 勤 職 員 が 労 働 基 準 法 第 ６ ７ 条 の

規 定 に よ る 育 児 時 間 又 は 育 児 休 業 、 介

護 休 業 等 育 児 又 は 家 族 介 護 を 行 う 労 働

者 の 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律

第 ７ ６ 号 ） 第 ６ １ 条 の ２ 第 ２ ０ 項 の 規

定 に よ る 介 護 を す る た め の 時 間 の 承 認

を 受 け て 勤 務 し な い 場 合 に あ っ て は 、

当 該 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で 、 か つ 、

２ 時 間 か ら 当 該 育 児 時 間 又 は 当 該 介 護

を す る た め の 時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務

し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範

囲 内 ） で 行 う も の と す る 。  

 （ 第 ２ 号 部 分 休 業 の 承 認 ）  

第 １ ９ 条 の ２  育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 ２

項 第 ２ 号 に 掲 げ る 範 囲 内 で 請 求 す る 同

条 第 １ 項 に 規 定 す る 部 分 休 業 （ 以 下 こ

の 条 に お い て 「 第 ２ 号 部 分 休 業 」 と い

う 。）の 承 認 は 、１ 時 間 を 単 位 と し て 行

う も の と す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 場 合 に あ っ て は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各

号 に 定 め る 時 間 数 の 第 ２ 号 部 分 休 業 を

承 認 す る こ と が で き る 。  

⑴  １ 回 の 勤 務 に 係 る 日 ご と の 勤 務 時

間 に 分 を 単 位 と し た 時 間 が あ る 場 合

で あ っ て 、 当 該 勤 務 時 間 の 全 て に つ

い て 承 認 の 請 求 が あ っ た と き  当 該

勤 務 時 間 の 時 間 数  

の 規 定 に よ る 特 別 休 暇 又 は 勤 務 時 間 条

例 第 １ ５ 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 介

護 時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員

に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認 に つ い て は 、

１ 日 に つ き ２ 時 間 か ら 当 該 特 別 休 暇 又

は 当 該 介 護 時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し

な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲

内 で 行 う も の と す る 。   

３  非 常 勤 職 員 に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認

に つ い て は 、 １ 日 に つ き 、 当 該 非 常 勤

職 員 に つ い て １ 日 に つ き 定 め ら れ た 勤

務 時 間 か ら ５ 時 間 ３ ０ 分 を 減 じ た 時 間

（ 当 該 時 間 が ２ 時 間 を 超 え る 場 合 に

は 、 ２ 時 間 ） を 超 え な い 範 囲 内 （ 当 該

非 常 勤 職 員 が 労 働 基 準 法 第 ６ ７ 条 の 規

定 に よ る 育 児 時 間 又 は 育 児 休 業 、 介 護

休 業 等 育 児 又 は 家 族 介 護 を 行 う 労 働 者

の 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第

７ ６ 号 ） 第 ６ １ 条 の ２ 第 ２ ０ 項 の 規 定

に よ る 介 護 を す る た め の 時 間 の 承 認 を

受 け て 勤 務 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当

該 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で 、 か つ 、 ２

時 間 か ら 当 該 育 児 時 間 又 は 当 該 介 護 を

す る た め の 時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し

な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲

内 ） で 行 う も の と す る 。  
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⑵ 第 ２ 号 部 分 休 業 の 残 時 間 数 に １ 時

間 未 満 の 端 数 が あ る 場 合 で あ っ て 、

当 該 残 時 間 数 の 全 て に つ い て 承 認 の

請 求 が あ っ た と き  当 該 残 時 間 数  

（ 育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 ２ 項 の 条 例 で

定 め る １ 年 の 期 間 ）  

第 １ ９ 条 の ３  育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 ２

項 の 条 例 で 定 め る １ 年 の 期 間 は 、 毎 年

４ 月 １ 日 か ら 翌 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で と す

る 。  

（ 育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 の

人 事 院 規 則 で 定 め る 時 間 を 基 準 と し て

条 例 で 定 め る 時 間 ）  

第 １ ９ 条 の ４  育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 ２

項 第 ２ 号 の 人 事 院 規 則 で 定 め る 時 間 を

基 準 と し て 条 例 で 定 め る 時 間 は 、 次 の

各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応 じ 、 当 該

各 号 に 定 め る 時 間 と す る 。  

⑴ 非 常 勤 職 員 以 外 の 職 員 ７ ７ 時 間

３ ０ 分

⑵  非 常 勤 職 員  当 該 非 常 勤 職 員 の 勤

務 日 １ 日 当 た り の 勤 務 時 間 数 に １ ０

を 乗 じ て 得 た 時 間  

（ 育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 ３ 項 の 条 例 で

定 め る 特 別 の 事 情 ）  

第 １ ９ 条 の ５  育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 ３

項 の 条 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 配 偶

者 が 負 傷 又 は 疾 病 に よ り 入 院 し た こ

と 、 配 偶 者 と 別 居 し た こ と そ の 他 の 同

条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 申 出 時 に 予 測 す

る こ と が で き な か っ た 事 実 が 生 じ た こ

と に よ り 同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 変 更

（ 第 ２ １ 条 に お い て 「 第 ３ 項 変 更 」 と

い う 。）を し な け れ ば 同 項 の 職 員 の 小 学

校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 の 養 育

に 著 し い 支 障 が 生 じ る と 任 命 権 者 が 認

め る 事 情 と す る 。  

（ 部 分 休 業 を し て い る 職 員 の 給 与 の 取

扱 い ）  

第 ２ ０ 条  職 員 が 育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第

１ 項 に 規 定 す る 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け

（ 部 分 休 業 を し て い る 職 員 の 給 与 の 取

扱 い ）  

第 ２ ０ 条  職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け

て 勤 務 し な い 場 合 に は 、給 与 条 例 第
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改 正 案 現 行 

 

て 勤 務 し な い 場 合 に は 、給 与 条 例 第

１ １ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務

し な い １ 時 間 に つ き 、 給 与 条 例 第 １ ５

条 に 規 定 す る 勤 務 １ 時 間 当 た り の 給 与

額 を 減 額 し て 給 与 を 支 給 す る 。  

（ 部 分 休 業 の 承 認 の 取 消 事 由 ）  

第 ２ １ 条  育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 ６ 項 に

お い て 準 用 す る 育 児 休 業 法 第 ５ 条 第 ２

項 の 条 例 で 定 め る 事 由 は 、 職 員 が 第 ３

項 変 更 を し た と き と す る 。

１ １ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務

し な い １ 時 間 に つ き 、給 与 条 例 第 １ ５

条 に 規 定 す る 勤 務 １ 時 間 当 た り の 給 与

額 を 減 額 し て 給 与 を 支 給 す る 。  

（ 部 分 休 業 の 承 認 の 取 消 事 由 ）

第 ２ １ 条 第 １ ４ 条 の 規 定 は 、 部 分 休 業

に つ い て 準 用 す る 。
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議案 第 ８ ０号 の 参 考資 料

熊谷 市 立 学校 設 置 条 例 の 一 部を 改 正 する 条 例 案新 旧 対 照表

熊谷 市 立 学校 設 置 条 例 （ 平 成１ ７ 年 条例 第 ８ ８号 ）

（下 線 部 分 は 改 正 部分 ）

改 正 案 現 行

（ 名 称 及 び 位 置 ）

第 ２ 条 前 条 の 学 校 の 名 称 及 び 位 置 は 、

次 の と お り と す る 。

⑴ 小 学 校

名 称 位 置

熊谷市立市田小

学校

（略）

（略） （略）

（略） （略）

熊谷市立妻沼西

小学校

（略）

熊谷市立妻沼東

小学校

熊谷市上根３５８番地

（略） （略）

（略） （略）

⑵ （ 略 ）

（ 名 称 及 び 位 置 ）

第 ２ 条 前 条 の 学 校 の 名 称 及 び 位 置 は 、

次 の と お り と す る 。

⑴ 小 学 校

名 称 位 置

熊谷市立市田小

学校

（略）

熊谷市立長井小

学校

熊谷市上根３５８番地

熊谷市立秦小学

校

熊谷市葛和田８３１番地

（略） （略）

（略） （略）

熊谷市立妻沼西

小学校

（略）

（略） （略）

（略） （略）

⑵ （ 略 ）
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議案第８１号の参考資料

熊谷市地域コミュニティセンター設置条例の一部を改正する条例

案新旧対照表  

熊谷市地域コミュニティセンター設置条例（平成１７年条例第

１２５号）

  （下線部分は改正部分） 
改 正 案

熊谷市立地域コミュニティセンター条例

（設置）

第１条 本市は、地域住民によるコミュニティ活動及びその他文化的な各種行事の用に供するため、熊谷市立地

域コミュニティセンター（以下「センター」という。）を設置する。

（名称及び位置）

第２条 センターの名称及び位置は、次のとおりとする。

別表（第５条関係）

名称 位置

（略） （略）

熊谷市立妻沼東二丁目地域コミュニティセンター （略）

施設名 室名
使用料

午前 午後 夜間 全日
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現   行 
熊谷市地域コミュニティセンター設置条例 

（設置） 

第１条 本市は、地域住民によるコミュニティ活動及びその他文化的な各種行事の用に供するため、熊谷市地域

コミュニティセンター（以下「センター」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 センターの名称及び位置は、つぎのとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表（第５条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 名称 位置 

熊谷市立男沼地域コミュニティセンター 熊谷市男沼１１８番地 

熊谷市立太田地域コミュニティセンター 熊谷市飯塚１４１０番地１ 

熊谷市立長井地域コミュニティセンター 熊谷市江波３６３番地 

熊谷市立妻沼小島地域コミュニティセンター 熊谷市妻沼小島２３５７番地１ 

（略） （略） 

熊谷市立妻沼東二丁目地域コミュニティセンター （略） 

熊谷市立妻沼東三丁目地域コミュニティセンター 熊谷市妻沼東三丁目１０４番地 

  

  

 

施設名 室名 
使用料 

午前 午後 夜間 全日 

熊谷市立男沼地域コミュニティ

センター 
和室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

第１会議室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

第２会議室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

調理室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

熊谷市立太田地域コミュニティ

センター 
和室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

第１会議室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

第２会議室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

調理室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

熊谷市立長井地域コミュニティ

センター 
和室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

会議室 ２，１００円 ２，１００円 ３，１４０円 ７，３４０円 

調理室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 
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（略） （略） （略） （略） （略） （略）

熊谷市立妻沼東二丁目地域コミュ

ニティセンター

（略） （略） （略） （略） （略）

備考 （略）
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 熊谷市立妻沼小島地域コミュニ
ティセンター 

会議室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

調理室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

（略） （略） （略） （略） （略） （略） 

熊谷市立妻沼東二丁目地域コミュ

ニティセンター 
（略） （略） （略） （略） （略） 

熊谷市立妻沼東三丁目地域コミュ

ニティセンター 
会議室 １，０５０円 １，０５０円 １，５７０円 ３，６７０円 

      

      

備考 （略） 
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議案 第 ８ ２号 の 参 考資 料

熊谷 市 立 保育 所 条 例の 一 部 を 改 正 す る条 例 案 新旧 対 照 表

熊谷 市 立 保育 所 条 例（ 平 成 １ ７ 年 条 例第 １ ３ ５号 ）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）

改 正 案 現 行

別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）

保育所の名称 位置 定員

熊谷市立荒川

保育所

熊谷市伊勢町３００

番地

６０

人

熊谷市立銀座

保育所

熊谷市末広四丁目４

番２２号

６０

人

熊谷市立籠原

保育所

（略） （略） 

熊谷市立石原

保育所

熊 谷 市 石 原 三 丁 目

１２１番地１

６０

人

熊谷市立玉井

保育所

熊谷市玉井２１０５

番地１

６０

人

別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）

保育所の名称 位置 定員

熊谷市立中央

保育所

熊 谷 市 石 原 三 丁 目

２７番地

１５０

人

熊谷市立籠原

保育所

（略） （略） 
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議案第８３号の参考資料

熊谷市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正す

る条例案新旧対照表  

熊谷市重度心身障害者医療費支給に関する条例（平成１７年条

例第１５７号）  

（下線部分は改正部分）

改 正 案 現 行 

  

 

 

 

 

 

 

 

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 「 重 度 心 身 障

害 者 」 と は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 を い う 。  

⑴ ～ ⑶  （ 略 ）  

⑷ 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関

す る 法 律 第 ４ ５ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る

精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 交 付 を 受

け た 者 又 は 特 別 の 理 由 に よ り 当 該 精

神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 を 所 持 し て い

な い 者 で 、 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者

福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 令 第 ６ 条 第 ３

項 の 表 に 定 め る ２ 級 の 障 害 を 有 す る

も の  

⑸ ・ ⑹  （ 略 ）

２ ・ ３  （ 略 ）  

（ 対 象 者 ）

第 ３ 条 （ 略 ）

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号

の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 対 象 と し

な い 。  

⑴ 重度心身障害者となった年齢が６５

歳 以 上 の 者 （ 前 条 第 １ 項 第 ５ 号 又 は

第 ６ 号 に 掲 げ る 者 で あ っ て 、 ６ ５ 歳

に 達 す る 日 の 前 日 ま で に 高 齢 者 の 医

療 の 確 保 に 関 す る 法 律 施 行 令 別 表 で

定 め る 程 度 の 障 害 の 状 態 に あ り 、 そ

の 旨 の 市 長 の 認 定 を 受 け た も の を 除

く 。）  

⑵ ～ ⑺  （ 略 ）

（ 助 成 金 ）  

第 ４ 条  市 長 は 、 対 象 者 に 係 る 医 療 の 一

部 負 担 金 （ 第 ２ 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 掲 げ

る者 が医 療法（ 昭和 ２ ３年 法律 第２ ０５

号 ） 第 ７ 条 第 ２ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 精

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 「 重 度 心 身 障

害 者 」 と は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 を い う 。  

⑴ ～ ⑶  （ 略 ）  

⑷ ・ ⑸  （ 略 ）

２ ・ ３  （ 略 ）  

（ 対 象 者 ）

第 ３ 条 （ 略 ）

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号

の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 対 象 と し

な い 。  

⑴ 重度心身障害者となった年齢が６５

歳 以 上 の 者 （ 前 条 第 １ 項 第 ４ 号 又 は

第 ５ 号 に 掲 げ る 者 で あ っ て 、 ６ ５ 歳

に 達 す る 日 の 前 日 ま で に 高 齢 者 の 医

療 の 確 保 に 関 す る 法 律 施 行 令 別 表 で

定 め る 程 度 の 障 害 の 状 態 に あ り 、 そ

の 旨 の 市 長 の 認 定 を 受 け た も の を 除

く 。）  

⑵ ～ ⑺  （ 略 ）

（ 助 成 金 ）  

第 ４ 条  市 長 は 、 対 象 者 に 係 る 医 療 の 一

部 負 担 金 （ 第 ２ 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 掲 げ

る者 が医 療法（昭 和２ ３年 法律 第２ ０５

号 ） 第 ７ 条 第 ２ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 精
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改 正 案 現 行 

 

神 病 床 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 精 神 病

床 」と い う 。）に 入 院 し た と き の 一 部 負

担 金 又 は 第 ２ 条 第 １ 項 第 ４ 号 に 規 定 す

る 重 度 心 身 障 害 者 に 係 る 精 神 通 院 医 療

費 以 外 の 一 部 負 担 金 を 除 く 。 以 下 こ の

条 に お い て 同 じ 。）（ １ ５ 歳 に 達 す る 日

の 属 す る 会 計 年 度 の 末 日 ま で の 間 に あ

る 対 象 者 に あ っ て は 、 当 該 対 象 者 に 係

る 医 療 の 一 部 負 担 金 に 当 該 対 象 者 に 係

る 食 事 療 養 標 準 負 担 額 （ 第 ２ 条 第 １ 項

第 ３ 号 に 掲 げ る 者 が 精 神 病 床 に 入 院 し

た と き の 食 事 療 養 標 準 負 担 額 を 除 く 。）

又 は 生 活 療 養 標 準 負 担 額 （ 食 事 療 養 標

準 負 担 額 に 相 当 す る 額 に 限 る 。）を 加 算

し た 額 ） に つ い て 、 対 象 者 に 助 成 金 を

支 給 す る も の と す る 。 た だ し 、 税 の 申

告 を 行 わ な い こ と そ の 他 の 被 保 険 者 等

の 責 め に よ り 過 分 の 自 己 負 担 が あ る と

き は 、 そ の 額 に つ い て は 助 成 金 の 支 給

の 対 象 と し な い 。

２  前 項 の 「 精 神 通 院 医 療 費 」 と は 、 障

害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的

に 支 援 す る た め の 法 律 第 ５ ８ 条 第 １ 項

の 規 定 に よ り 支 給 さ れ た 自 立 支 援 医 療

費 （ 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を

総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 施 行 令

（ 平 成 １ ８ 年 政 令 第 １ ０ 号 ） 第 １ 条 の

２ 第 ３ 号 に 規 定 す る 精 神 通 院 医 療 （ 以

下 こ の 項 に お い て 「 精 神 通 院 医 療 」 と

い う 。）に 係 る も の に 限 る 。以 下 こ の 項

に お い て 同 じ 。）の 自 己 負 担 分（ 高 齢 者

の 医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 第 ５ ０ 条 に

規 定 す る 後 期 高 齢 者 医 療 の 被 保 険 者 で

あ っ て 、 精 神 通 院 医 療 に 該 当 す る 医 療

費 に つ い て 自 立 支 援 医 療 費 が 支 給 さ れ

な か っ た 場 合 に お け る 当 該 自 己 負 担 分

を 含 む 。） を い う 。  

３  第 １ 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 市

長 は 、 対 象 者 の 前 年 （ 助 成 金 の 支 給 を

申 請 し よ う と す る 日 の 属 す る 月 が １ 月

か ら ９ 月 ま で の 場 合 に あ っ て は 、 前 々

神 病 床 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 精 神 病

床 」と い う 。）に 入 院 し た と き の 一 部 負

担 金 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同

じ 。）（ １ ５ 歳 に 達 す る 日 の 属 す る 会 計

年 度 の 末 日 ま で の 間 に あ る 対 象 者 に

あ っ て は 、 当 該 対 象 者 に 係 る 医 療 の 一

部 負 担 金 に 当 該 対 象 者 に 係 る 食 事 療 養

標 準 負 担 額 （ 第 ２ 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 掲

げ る 者 が 精 神 病 床 に 入 院 し た と き の 食

事 療 養 標 準 負 担 額 を 除 く 。）又 は 生 活 療

養 標 準 負 担 額 （ 食 事 療 養 標 準 負 担 額 に

相 当 す る 額 に 限 る 。）を 加 算 し た 額 ）に

つ い て 、 対 象 者 に 助 成 金 を 支 給 す る も

の と す る 。 た だ し 、 税 の 申 告 を 行 わ な

い こ と そ の 他 の 被 保 険 者 等 の 責 め に よ

り 過 分 の 自 己 負 担 が あ る と き は 、 そ の

額 に つ い て は 助 成 金 の 支 給 の 対 象 と し

な い 。  

２  前 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 市 長

は 、 対 象 者 の 前 年 （ 助 成 金 の 支 給 を 申

請 し よ う と す る 日 の 属 す る 月 が １ 月 か

ら ９ 月 ま で の 場 合 に あ っ て は 、前 々 年 ）
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改 正 案 現 行 

 

 

 

 

 

年 ） の 所 得 の 額 が 特 別 児 童 扶 養 手 当 等

の 支 給 に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 昭 和 ５ ０

年 政 令 第 ２ ０ ７ 号 。 次 項 に お い て 「 政

令 」と い う 。）第 ７ 条 に 規 定 す る 額 を 超

え る 場 合 は 、 そ の 年 の １ ０ 月 か ら 翌 年

９ 月 ま で の 間 の 助 成 金 を 支 給 し な い 。

た だ し 、 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 こ の 限

り で な い 。  

４  （ 略 ）

（ 受 給 者 証 の 交 付 等 ）

第 ６ 条 （ 略 ）

２ 市 長 は 、 第 ４ 条 第 ３ 項 本 文 の 規 定 に

よ り 助 成 金 を 支 給 し な い こ と と し た と

き 、 又 は 前 条 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ

た 場 合 で 登 録 を し な い こ と と し た と き

は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 受 給

者 又 は 当 該 申 請 を し た 対 象 者 に 通 知 す

る も の と す る 。  

（ 届 出 ）  

第 ９ 条 （ 略 ）

２ 前 項 の 対 象 者 は 、 第 ４ 条 第 ３ 項 本 文

の 所 得 の 状 況 に つ い て 、 規 則 で 定 め る

と こ ろ に よ り 、 市 長 に 届 け 出 な け れ ば

な ら な い 。  

の 所 得 の 額 が 特 別 児 童 扶 養 手 当 等 の 支

給 に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 昭 和 ５ ０ 年 政

令 第 ２ ０ ７ 号 。次 項 に お い て「 政 令 」と

い う 。）第 ７ 条 に 規 定 す る 額 を 超 え る 場

合 は 、 そ の 年 の １ ０ 月 か ら 翌 年 ９ 月 ま

で の 間 の 助 成 金 を 支 給 し な い 。た だ し 、

規 則 で 定 め る 場 合 は 、こ の 限 り で な い 。 

３  （ 略 ）

（ 受 給 者 証 の 交 付 等 ）

第 ６ 条 （ 略 ）

２ 市 長 は 、 第 ４ 条 第 ２ 項 本 文 の 規 定 に

よ り 助 成 金 を 支 給 し な い こ と と し た と

き 、 又 は 前 条 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ

た 場 合 で 登 録 を し な い こ と と し た と き

は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 受 給

者 又 は 当 該 申 請 を し た 対 象 者 に 通 知 す

る も の と す る 。  

（ 届 出 ）  

第 ９ 条 （ 略 ）

２ 前 項 の 対 象 者 は 、 第 ４ 条 第 ２ 項 本 文

の 所 得 の 状 況 に つ い て 、 規 則 で 定 め る

と こ ろ に よ り 、 市 長 に 届 け 出 な け れ ば

な ら な い 。  
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議案第８４号の参考資料

熊谷市保健施設条例の一部を改正する条例案新旧対照表

熊谷市保健施設条例（平成１７年条例第１６３号）  

（下線部分は改正部分）

改 正 案 現 行 

熊 谷 市 保 健 セ ン タ ー 条 例

（ 設 置 ）  

第 １ 条  市 民 の 健 康 の 保 持 及 び 増 進 を 図

る た め 、熊 谷 市 保 健 セ ン タ ー（ 以 下「 保

健 セ ン タ ー 」 と い う 。） を 設 置 す る 。  

（ 位 置 ）

第 ２ 条 保 健 セ ン タ ー の 位 置 は 、 熊 谷 市

石 原 三 丁 目 ２ ７ 番 地 と す る 。

（ 事 業 ）

第 ３ 条 保 健 セ ン タ ー は 、 次 に 掲 げ る 事

業 を 行 う 。  

⑴ ～ ⑺  （ 略 ）

（ 職 員 ）  

第 ４ 条  保 健 セ ン タ ー に 所 長 そ の 他 必 要

な 職 員 を 置 く 。

（ 利 用 ）  

第 ５ 条  保 健 セ ン タ ー を 利 用 で き る 者

は 、 市 内 に 居 住 す る も の と す る 。 た だ

し 、 市 長 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る

者 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

熊 谷 市 保 健 施 設 条 例

（ 設 置 ）  

第 １ 条  市 民 の 健 康 の 保 持 及 び 増 進 を 図

る た め 、 熊 谷 市 保 健 施 設 （ 以 下 「 保 健

施 設 」 と い う 。） を 設 置 す る 。  

（ 名 称 及 び 位 置 ）  

第 ２ 条  保 健 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次

の と お り と す る 。

名 称 位 置

熊 谷 保 健 セ ン タ ー 熊 谷 市 箱 田 一

丁 目 ２ 番 ３ ９ 号

母 子 健 康 セ ン タ ー 熊 谷 市 大 原 一

丁 目 ５ 番 ３ ６ 号

妻 沼 保 健 セ ン タ ー 熊 谷 市 弥 藤 吾

２ ４ ４ １ 番 地 １

（ 事 業 ）

第 ３ 条 保 健 施 設 は 、 次 に 掲 げ る 事 業 を

行 う 。

⑴ ～ ⑺ （ 略 ）

（ 職 員 ）  

第 ４ 条  保 健 施 設 に 所 長 そ の 他 必 要 な 職

員 を 置 く 。

（ 利 用 ）  

第 ５ 条  保 健 施 設 を 利 用 で き る 者 は 、 市

内 に 居 住 す る も の と す る 。 た だ し 、 市

長 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る 者 に つ

い て は 、 こ の 限 り で な い 。  
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議案第８５号の参考資料  

熊谷市休日・夜間急患診療所条例の一部を改正する条例案新旧

対照表  

熊谷市休日・夜間急患診療所条例（平成１７年条例第１６４号） 

（下線部分は改正部分）  

改 正 案 現 行 

  

 

（ 名 称 及 び 位 置 ）  

第 ２ 条  診 療 所 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の

と お り と す る 。  

⑴  （ 略 ）  

⑵  位 置  熊谷市石原三丁目２７番地  

（ 診 療 日 等 ）  

第 ４ 条  休 日 の 診 療 （ 次 項 の 夜 間 の 診 療

を 除 く 。）は 、日 曜 日 、国 民 の 祝 日 に 関

す る 法 律（ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ７ ８ 号 ）

に 規 定 す る 休 日 、 １ ２ 月 ３ ０ 日 、 １ ２

月 ３ １ 日 、 １ 月 ２ 日 及 び １ 月 ３ 日 に 行

い 、 診 療 時 間 は 午 前 ９ 時 か ら 正 午 ま で

及 び 午 後 １ 時 か ら 午 後 ４ 時 ま で と し 、

診 療 科 目 は 内 科 及 び 小 児 科 と す る 。  

 

 

２  夜 間 の診 療は、毎 日行い、診療時 間は

午 後 ７ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 １ ０ 時 ま で と

する。  

３  （ 略 ）  

（ 使 用 料 及 び 手 数 料 ）  

第 ５ 条  使 用 料 は 、 診 療 報 酬 の 算 定 方 法

（ 平 成 ２ ０ 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 ５ ９

号 ） 別 表 第 １ 医 科 診 療 報 酬 点 数 表 に 基

づ い て 算 定 し た 額 と す る 。  

 

２ ～ ４  （ 略 ）  

 

（ 名 称 及 び 位 置 ）  

第 ２ 条  診 療 所 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の

と お り と す る 。  

⑴  （ 略 ）  

⑵  位 置  熊谷市大原一丁目５番３６号  

（ 診 療 日 等 ）  

第 ４ 条  休 日 の 診 療 （ 次 項 の 夜 間 の 診 療

を 除 く 。）は 、日 曜 日 、国 民 の 祝 日 に 関

す る 法 律（ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ７ ８ 号 ）

に 規 定 す る 休 日 、 １ ２ 月 ３ ０ 日 、 １ ２

月 ３ １ 日 、 １ 月 ２ 日 及 び １ 月 ３ 日 に 行

い 、 診 療 時 間 は 午 前 ９ 時 か ら 正 午 ま で

及 び 午 後 １ 時 か ら 午 後 ４ 時 ま で と し 、

診 療 科 目 は 内 科 、 小 児 科 及 び 歯 科 と す

る 。 た だ し 、 歯 科 の 診 療 時 間 は 、 午 前

９ 時 か ら 正 午 ま で と す る 。  

２  夜 間 の診 療は、毎 日行い、診療時 間は

午 後 ７ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 １ ０ 時 ま で と

し、診 療科目 は内 科及 び小児 科 とす る 。 

３  （ 略 ）  

（ 使 用 料 及 び 手 数 料 ）  

第 ５ 条  使 用 料 は 、 診 療 報 酬 の 算 定 方 法

（ 平 成 ２ ０ 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 ５ ９

号 ） 別 表 第 １ 医 科 診 療 報 酬 点 数 表 又 は

別 表 第 ２ 歯 科 診 療 報 酬 点 数 表 に 基 づ い

て 算 定 し た 額 と す る 。  

２ ～ ４  （ 略 ）  

ー15ー



議案第８６号の参考資料

熊谷市下水道条例の一部を改正する条例案新旧対照表

熊谷市下水道条例（平成１７年条例第２１７号）  

（下線部分は改正部分）

改 正 案 現 行 

（ 排 水 設 備 指 定 工 事 店 の 指 定 ）  

第 ７ 条  排 水 設 備 等 の 新 設 等 の 工 事 （ 市

長 が 別 に 定 め る 軽 微 な 工 事 を 除 く 。 以

下 こ の 項 に お い て 同 じ 。）は 、市 長 の 指

定 を 受 け た 者 （ 以 下 「 指 定 工 事 店 」 と

い う 。） で な け れ ば 行 っ て は な ら な い 。

た だ し 、 災 害 そ の 他 非 常 の 場 合 に お い

て 、 市 長 が 他 の 市 町 村 長 （ 地 方 公 営 企

業 法 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第 ２ ９ ２ 号 ） 第

７ 条 に 規 定 す る 管 理 者 又 は 同 法 第 ３ ９

条 の ２ 第 １ 項 に 規 定 す る 企 業 長 を 含

む 。）が 指 定 を し た 者 が 当 該 工 事 を 行 う

必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り

で な い 。  

２ ・ ３  （ 略 ）

（ 占 用 ）

第 ５ １ 条 （ 略 ）

２ 市 は 、 前 項 の 占 用 の 許 可 を 受 け た 者

か ら 熊 谷 市 道 路 占 用 料 徴 収 条 例 （ 平 成

１ ７ 年 条 例 第 ２ ０ １ 号 ） の 例 に よ り 占

用 料 を 徴 収 す る 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る

占 用 物 件 に つ い て は 、こ の 限 り で な い 。 

⑴ ～ ⑶  （ 略 ）  

⑷ 地 方 公 共 団 体 が 行 う 事 業 で 地 方 公

営 企 業 法 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 地

方 公 営 企 業 以 外 の 事 業 に 係 る 占 用 物

件  

（ 排 水 設 備 指 定 工 事 店 の 指 定 ）  

第 ７ 条  排 水 設 備 等 の 新 設 等 の 工 事 （ 市

長 が 別 に 定 め る 軽 微 な 工 事 を 除 く 。）

は 、 市 長 の 指 定 を 受 け た 者 （ 以 下 「 指

定 工 事 店 」と い う 。）で な け れ ば 行 っ て

は な ら な い 。  

２ ・ ３ （ 略 ）

（ 占 用 ）

第 ５ １ 条 （ 略 ）

２  市 は 、 前 項 の 占 用 の 許 可 を 受 け た 者

か ら 熊 谷 市 道 路 占 用 料 徴 収 条 例 （ 平 成

１ ７ 年 条 例 第 ２ ０ １ 号 ） の 例 に よ り 占

用 料 を 徴 収 す る 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る

占 用 物 件 に つ い て は 、こ の 限 り で な い 。 

⑴ ～ ⑶  （ 略 ）  

⑷ 地 方 公 共 団 体 が 行 う 事 業 で 地 方 公

営 企 業 法 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第 ２ ９ ２

号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 地 方 公

営 企 業 以 外 の 事 業 に 係 る 占 用 物 件  
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議案第８７号の参考資料  

熊谷市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改

正する条例案新旧対照表  

熊谷市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（平成１７

年条例第２２４号）  

（下線部分は改正部分）  

改 正 案 現 行 

  

 

（ 給 与 の 減 額 ）  

第 １ ５ 条  （ 略 ）  

２  職 員 が 部 分 休 業 （ 当 該 職 員 が そ の 小

学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 を 養

育 す る た め １ 日 の 勤 務 時 間 の 全 部 又 は

一 部 （ ２ 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 又 は １

年 に つ き 市 長 が 指 定 す る 時 間 を 超 え な

い 範 囲 内 の 時 間 に 限 る 。）を 勤 務 し な い

こ と を い う 。）、 介 護 休 暇 （ 当 該 職 員 が

介 護 を 要 す る 者 の 介 護 を す る た め 、 勤

務 し な い こ と が 相 当 で あ る と 認 め ら れ

る 場 合 に お け る 休 暇 を い う 。）又 は 介 護

時 間 （ 当 該 職 員 が 介 護 を 要 す る 者 の 介

護 を す る た め 、 １ 日 の 勤 務 時 間 の 一 部

に つ き 勤 務 し な い こ と が 相 当 で あ る と

認 め ら れ る 場 合 に お け る 休 暇 を い う 。）

の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 場 合 に は 、

前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し

な い １ 時 間 に つ き 、 勤 務 １ 時 間 当 た り

の 給 与 額 を 減 額 し て 給 与 を 支 給 す る 。  

（ 給 与 の 減 額 ）  

第 １ ５ 条  （ 略 ）  

２  職 員 が 部 分 休 業 （ 当 該 職 員 が そ の 小

学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 を 養

育 す る た め １ 日 の 勤 務 時 間 の 一 部 （ ２

時 間 を 超 え な い 範 囲 内 の 時 間 に 限 る 。）

を 勤 務 し な い こ と を い う 。）、 介 護 休 暇

（ 当 該 職 員 が 介 護 を 要 す る 者 の 介 護 を

す る た め 、 勤 務 し な い こ と が 相 当 で あ

る と 認 め ら れ る 場 合 に お け る 休 暇 を い

う 。）又 は 介 護 時 間（ 当 該 職 員 が 介 護 を

要 す る 者 の 介 護 を す る た め 、 １ 日 の 勤

務 時 間 の 一 部 に つ き 勤 務 し な い こ と が

相 当 で あ る と 認 め ら れ る 場 合 に お け る

休 暇 を い う 。）の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な

い 場 合 に は 、前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、

そ の 勤 務 し な い １ 時 間 に つ き 、 勤 務 １

時 間 当 た り の 給 与 額 を 減 額 し て 給 与 を

支 給 す る 。  
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議案第８８号の参考資料  

熊谷市水道事業給水条例の一部を改正する条例案新旧対照表  

熊谷市水道事業給水条例（平成１７年条例第２２５号）  

（下線部分は改正部分）  

改 正 案 現 行 

  

 

（ 工 事 の 施 行 ）  

第 ８ 条  給 水 装 置 工 事 は 、 市 長 又 は 市 長

が 法 第 １ ６ 条 の ２ 第 １ 項 の 指 定 を し た

者 （ 以 下 「 指 定 給 水 装 置 工 事 事 業 者 」

と い う 。）が 施 行 す る 。た だ し 、災 害 そ

の 他 非 常 の 場 合 に お い て 、 市 長 が 他 の

市 町 村 長 （ 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 ２ ７

年 法 律 第 ２ ９ ２ 号 ） 第 ７ 条 に 規 定 す る

管 理 者 又 は 同 法 第 ３ ９ 条 の ２ 第 １ 項 に

規 定 す る 企 業 長 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に

お い て 同 じ 。）又 は 他 の 市 町 村 長 が 法 第

１ ６ 条 の ２ 第 １ 項 の 指 定 を し た 者 が 給

水 装 置 工 事 を 施 行 す る 必 要 が あ る と 認

め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

２  （ 略 ）  

（ 工 事 の 施 行 ）  

第 ８ 条  給 水 装 置 工 事 は 、 市 長 又 は 市 長

が 法 第 １ ６ 条 の ２ 第 １ 項 の 指 定 を し た

者 （ 以 下 「 指 定 給 水 装 置 工 事 事 業 者 」

と い う 。） が 施 行 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  （ 略 ）  
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議案 第 ８ ９号 の 参 考資 料  
熊谷 市 立 児童 ク ラ ブ 条 例 の 一部 を 改 正す る 条 例案 新 旧 対照 表  
熊谷 市 立 児童 ク ラ ブ 条 例 （ 平成 １ ８ 年条 例 第 ３６ 号 ）  

（下 線 部 分は 改 正 部 分 ）  

改 正 案 現 行 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）   

名 称  位 置  

  

  

熊 谷 市 立 石 原 児

童 ク ラ ブ  

熊 谷 市 石 原 三 丁 目

２ ７ 番 地  

（ 略 ）  （ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  

 

 

 

 

 

 

  

  

熊 谷 市 立 第 ３ 玉

井 児 童 ク ラ ブ  

（ 略 ）  

熊 谷 市 立 第 ４ 玉

井 児 童 ク ラ ブ  

熊 谷 市 高 柳 １ １ ６

番 地 １  

  

  

熊 谷 市 立 大 里 さ

く ら 児 童 ク ラ ブ  

熊 谷 市 箕 輪 ３ ０ 番

地 １  

  

  

 

別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）  

名 称  位 置  

  

  

熊 谷 市 立 石 原 児

童 ク ラ ブ  

熊 谷 市 本 石 一 丁 目

１ ０ 番 地  

（ 略 ）  （ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  

熊 谷 市 立 第 ４ 石

原 児 童 ク ラ ブ  

熊 谷 市 石 原 三 丁 目

１ 番 地 １  

熊 谷 市 立 第 ５ 石

原 児 童 ク ラ ブ  

熊 谷 市 石 原 三 丁 目

１ 番 地 １  

  

  

熊 谷 市 立 第 ３ 玉

井 児 童 ク ラ ブ  

（ 略 ）  

 

 

 

  

  

熊 谷 市 立 大 里 さ

く ら 児 童 ク ラ ブ  

熊 谷 市 箕 輪 ７ 番 地  
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議案第９０号の参考資料

熊谷市定住人口増加のための固定資産税等の課税免除に関する

条例の一部を改正する条例案新旧対照表  

熊谷市定住人口増加のための固定資産税等の課税免除に関する

条例（平成２６年条例第３８号）  

（下線部分は改正部分）

改 正 案 現 行 

（ 対 象 住 宅 ）  

第 ２ 条  固 定 資 産 税 等 の 課 税 免 除 の 対 象

と な る 住 宅（ 以 下「 対 象 住 宅 」と い う 。）

は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 す る も

の と す る 。  

⑴ （ 略 ）

⑵ 平 成 ２ ６ 年 １ 月 ２ 日 か ら 令 和 １ ２

年 １ 月 １ 日 ま で の 間 に 、 新 築 さ れ 、

又 は 購 入 さ れ 、 か つ 、 固 定 資 産 税 等

の 課 税 免 除 を 受 け よ う と す る 者 （ 以

下「 申 請 者 」と い う 。）を 登 記 名 義 人

と す る 所 有 権 の 保 存 又 は 移 転 の 登 記

が さ れ て い る 住 宅  

⑶ （ 略 ）

（ 対 象 住 宅 ）  

第 ２ 条  固 定 資 産 税 等 の 課 税 免 除 の 対 象

と な る 住 宅（ 以 下「 対 象 住 宅 」と い う 。）

は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 す る も

の と す る 。  

⑴ （ 略 ）

⑵ 平 成 ２ ６ 年 １ 月 ２ 日 か ら 令 和 ８ 年

１ 月 １ 日 ま で の 間 に 、 新 築 さ れ 、 又

は 購 入 さ れ 、 か つ 、 固 定 資 産 税 等 の

課 税 免 除 を 受 け よ う と す る 者 （ 以 下

「 申 請 者 」と い う 。）を 登 記 名 義 人 と

す る 所 有 権 の 保 存 又 は 移 転 の 登 記 が

さ れ て い る 住 宅  

⑶ （ 略 ）
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議案第９１号の参考資料

熊谷市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例案新旧

対照表

熊谷市個人番号の利用に関する条例（平成２７年条例第４１号）  

 （下線部分は改正部分） 
改 正 案

別表第１（第３条関係）

執行機関 事務

４ 市長 （略）

別表第２（第３条関係）

執行機関 事務 特定個人情報
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現   行 

別表第１（第３条関係） 

執行機関 事務 

  

  

４ 市長 生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）に準じて行う生活に困窮する外国人に対する生活保

護の措置に関する事務であって規則で定めるもの 

５ 市長 （略） 

別表第２（第３条関係） 

執行機関 事務 特定個人情報 

   

   

４ 市長 生活保護法に準じて行う

生活に困窮する外国人に

対する生活保護の措置に

関する事務であって規則

で定めるもの 

地方税関係情報であって規則で定めるもの 

生活保護関係情報であって規則で定めるもの 

医療保険給付関係情報であって規則で定めるもの 

児童扶養手当関係情報であって規則で定めるもの 

母子及び父子並びに寡婦福祉法（昭和３９年法律第１２９号）によ

る給付金の支給に関する情報であって規則で定めるもの 

特別児童扶養手当等の支給に関する法律（昭和３９年法律第１３４

号）による障害児福祉手当若しくは特別障害者手当又は国民年金法

等の一部を改正する法律（昭和６０年法律第３４号）附則第９７条

第１項の福祉手当の支給に関する情報であって規則で定めるもの 

母子保健法（昭和４０年法律第１４１号）による養育医療の給付又

は養育医療に要する費用の支給に関する情報であって規則で定め

るもの 

児童手当関係情報であって規則で定めるもの 

介護保険給付等関係情報であって規則で定めるもの 

障害者自立支援給付関係情報であって規則で定めるもの 

中国残留邦人等支援給付等関係情報であって規則で定めるもの 

住登外者宛名情報であって規則で定めるもの 
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４ 市長 住登外者宛名番号管理機能

による住登外者の情報の管

理に関する事務であって規

則で定めるもの

（略）

（略）

（略）

熊谷市重度心身障害者医療費支給に関する条例による重度心身障

害者医療費助成金の支給に関する事務に係る関係情報であって規

則で定めるもの

５ 市長 （略） （略）

ー23ー



   

５ 市長 住登外者宛名番号管理機能

による住登外者の情報の管

理に関する事務であって規

則で定めるもの 

（略） 

（略） 

（略） 

熊谷市重度心身障害者医療費支給に関する条例による重度心身障

害者医療費助成金の支給に関する事務に係る関係情報であって規

則で定めるもの 

生活保護法に準じて行う生活に困窮する外国人に対する生活保護

の措置に関する事務に係る関係情報であって規則で定めるもの 

６ 市長 （略） （略） 
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円 円 円

円 円 円

順
位

順
位

㈱ケージーエム 1 1

円 円 円

工 事 場 所 熊谷市石原１４０７番地１ほか

第１回　令和７年６月２７日

第２回

金　　　額

1,394,536,000

1,267,760,000

最 低 制 限 価 格

1,515,800,000 1,515,800,000

うち消費税等の額 入 札 書 比 較 価 格

137,800,000 1,378,000,000

  最低制限価格の100/110

番
　
号

議案第９５号の参考資料

業　者　名　及　び　入　札　結　果

工 事 名 (仮称）第２中央生涯活動センター建築工事

第２回　令和７年６月３０日

入 札 対 象 額 予 定 価 格

入 札 年 月 日

結
　
果

入　　札　　額

業　　　　者　　　　名

1
円

2
円

1,520,000,000 2 1,380,000,000
田部井・時田特定建
設工事共同企業体

金　　　額

第１回

2 1,368,000,000 落札

6

3

4

1,427,000,000

5

7

8

9

落　 札　 業　 者
落　　　　札　　　　金　　　　額

入 札 金 額 消費税等の額 合　　　　計

10

㈱ケージーエム 1,368,000,000 136,800,000 1,504,800,000
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１ 工 事 名  （仮称）第２中央生涯活動センター建築工事 

 

２ 工事場所  熊谷市石原１４０７番地１ほか 

 

３ 建物概要 

 ⑴ 集会場 

   構造 鉄筋コンクリート造 地上２階建て 

面積 ３０４６．２３㎡ 

 ⑵ 駐輪場 

   構造 鉄骨造 平屋建て 

面積 ２８．０５㎡（１棟につき） 
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工事場所：熊谷市石原１４０７番地１ほか

国道140
号

上越新幹線

県立熊谷商業
高等学校

秩父鉄道 石原駅
石原
公園

JR高
崎
線

案　内　図

Ｎ
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道路

駐車場

道路

計画建物

駐輪場

：計画建物を示す。

配置図　縮尺：1/800

Ｎ
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北側立面図１

北側立面図２

立面図　縮尺：1/200
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立面図　縮尺：1/200
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南側立面図１

南側立面図２

立面図　縮尺：1/200
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西側立面図

駐輪場平面図

南側立面図
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駐輪場　縮尺：1/100
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円 円 円

円 円 円

1

2

3

円 円 円

10

㈱福道電気 252,250,000 25,225,000 277,475,000

落　 札　 業　 者
落 札 金 額

入 札 金 額 消費税等の額 合 計

5 ㈱長井電機 278,000,000

7

8

9

2 ㈱ヒグチ電機 辞退

6

3 ㈱福道電気 252,250,000 落札

4 ㈱カイゴテック 263,550,000

失格248,000,0001 ㈱東電工業社
円

27,390,000 273,900,000 251,988,000

番

号
業 者 名

入　　札　　額 結

果金 額
順
位

301,290,000 301,290,000 277,186,800

うち消費税等の額 入 札 書 比 較 価 格 最低制限価格の100/110

工 事 場 所 熊谷市石原１４０７番地１ほか

入 札 年 月 日 令和７年７月２日

入 札 対 象 額 予 定 価 格 最 低 制 限 価 格

議案第９６号の参考資料

業　者　名　及　び　入　札　結　果

工 事 名 (仮称）第２中央生涯活動センター電気工事
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１ 工 事 名  （仮称）第２中央生涯活動センター電気工事 

 

２ 工事場所  熊谷市石原１４０７番地１ほか 

 

３ 工事概要 

 ⑴ 幹線・動力設備工事 

⑵ 電灯設備工事 

⑶ 誘導灯・非常照明設備工事 

⑷ その他 

 

４ 建物概要 

 ⑴ 集会場 

   構造 鉄筋コンクリート造 地上２階建て 

面積 ３０４６．２３㎡ 

 ⑵ 駐輪場 

   構造 鉄骨造 平屋建て 

面積 ２８．０５㎡（１棟につき） 
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円 円 円

円 円 円

1

円 円 円

議案第９７号の参考資料

業　者　名　及　び　入　札　結　果

工 事 名 (仮称）第２中央生涯活動センター設備工事

工 事 場 所 熊谷市石原１４０７番地１ほか

入 札 年 月 日 令和７年７月２日

入 札 対 象 額 予 定 価 格 最 低 制 限 価 格

243,430,000 243,430,000 223,955,600

うち消費税等の額 入 札 書 比 較 価 格 最低制限価格の100/110

22,130,000 221,300,000 203,596,000

番

号
業 者 名

入　　札　　額 結

果金 額
順
位

1 ㈱オキナヤ
円

2250,000,000

2 ㈱清水アーネット 209,600,000 落札

6

3 ㈱マツモト設備 辞退

4 ㈱中島水道 190,700,000 失格

5 ㈱奈良電器 辞退

7

8

9

落　 札　 業　 者
落 札 金 額

入 札 金 額 消費税等の額 合 計

㈱清水アーネット 209,600,000 20,960,000 230,560,000

10
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１ 工 事 名  （仮称）第２中央生涯活動センター設備工事 

 

２ 工事場所  熊谷市石原１４０７番地１ほか 

 

３ 工事概要 

 ⑴ 空調換気設備工事 

⑵ 給排水衛生設備工事 

⑶ 消火設備工事 

⑷ その他 

 

４ 建物概要 

 ⑴ 集会場 

   構造 鉄筋コンクリート造 地上２階建て 

面積 ３０４６．２３㎡ 

 ⑵ 駐輪場 

   構造 鉄骨造 平屋建て 

面積 ２８．０５㎡（１棟につき） 
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議案第９８号の参考資料　工事請負契約の締結についての変更について（熊谷市立熊谷東小学校教室棟改修建築工事）

変更設計工事価格 変 更 請 負 代 金 額 消費税等相当額 摘 要

税込 税込 税別 税込 内

587,800,000 612,370,000 55,670,000

当初請負代金額 607,640,000 ＝ 556,705,380

当初設計金額 641,520,000 変更請負工事価格（改め） 556,700,000

（請負率） 94.71%

変更請負工事価格 556,700,000 ×０．１０＝ 55,670,000

合計（変更請負代金額）＝ 612,370,000

当初請負代金額との差額 4,730,000 円の増

消費税等相当額

×
変更設計
工事価格 587,800,000

変 更 請 負 代 金 額 算 出 表

当 初 設 計 額 当 初 請 負 代 金 額

641,520,000 607,640,000
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議案第９９号の参考資料　工事請負契約の締結についての変更について（熊谷市立荒川中学校教室棟改修建築工事）

変更設計工事価格 変 更 請 負 代 金 額 消費税等相当額 摘 要

税込 税込 税別 税込 内

460,900,000 479,820,000 43,620,000

当初請負代金額 474,100,000 ＝ 436,287,940

当初設計金額 500,830,000 変更請負工事価格（改め） 436,200,000

（請負率） 94.66%

変更請負工事価格 436,200,000 ×０．１０＝ 43,620,000

合計（変更請負代金額）＝ 479,820,000

当初請負代金額との差額 5,720,000 円の増

消費税等相当額

×
変更設計
工事価格 460,900,000

変 更 請 負 代 金 額 算 出 表

当 初 設 計 額 当 初 請 負 代 金 額

500,830,000 474,100,000
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議案第１００号の参考資料　工事請負契約の締結についての変更について（熊谷市立佐谷田小学校教室棟改修建築工事（１期））

変更設計工事価格 変 更 請 負 代 金 額 消費税等相当額 摘 要

税込 税込 税別 税込 内

373,200,000 387,970,000 35,270,000

当初請負代金額 383,900,000 ＝ 352,748,640

当初設計金額 406,120,000 変更請負工事価格（改め） 352,700,000

（請負率） 94.52%

変更請負工事価格 352,700,000 ×０．１０＝ 35,270,000

合計（変更請負代金額）＝ 387,970,000

当初請負代金額との差額 4,070,000 円の増

消費税等相当額

×
変更設計
工事価格 373,200,000

変 更 請 負 代 金 額 算 出 表

当 初 設 計 額 当 初 請 負 代 金 額

406,120,000 383,900,000
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号の参考資料議案第 １０１

廃止路線調書・位置図

整理

番号
路　　線　　名 廃 止 理 由

1 市道 30105 号線
当該路線の道路用地を売り払うことで、申請者との協議が調ったた
め
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1肥塚公園

整理

番号 路 線 名 幅  員 (m) 延  長 (m)

１ 市道 ３０１０５ 号線 2.0 31.8

起  点  肥塚字天神河原９４６番２地先 

終  点  肥塚字天神河原９４８番地先 

凡　例

起点

縮尺 １：２，５００ 終点

N

県営熊谷肥塚住宅
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